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１
万
１
９
４
６
筆
（
23
年
９
月
15
日
）

事
務
局
長
は
動
労
千
葉
に
対
す
る
外

注
化
攻
撃
と
同
じ
攻
撃
に
対
し
て
韓

国
鉄
道
労
組
が
闘
っ
て
い
る
と
し
て

国
際
連
帯
の
意
義
に
つ
い
て
強
調
し

ま
し
た
。

　
改
憲
・
戦
争
阻
止
！
大
行
進
の
森

川
弁
護
士
は
、
こ
の
間
の
関
東
大
震

災
１
０
０
年
を
め
ぐ
る
闘
い
に
つ
い

て
報
告
し
、
ス
ト
ラ
イ
キ
や
内
乱
が

世
界
標
準
だ
と
語
り
ま
し
た
。

　
動
労
千
葉
の
田
中
顧
問
が
こ
の
間

の
経
緯
な
ど
を
報
告
し
、「
今
年
の

11
・
19
集
会
が
時
代
に
噛
み
合
う
か

ど
う
か
の
正
念
場
に
あ
る
」
と
問
題

提
起
し
、世
界
戦
争
情
勢
と
の
対
決
、

連
合
の
崩
壊
な
ど
労
働
組
合
を
め
ぐ

る
分
岐
、
関
西
生
コ
ン
支
部
や
港
合

同
な
ど
３
労
組
が
新
自
由
主
義
を
打

ち
破
っ
て
き
た
意
義
、
改
憲
・
戦
争

阻
止
の
運
動
の
発
展
な
ど
４
点
を
提

起
し
、討
論
に
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
全
学
連
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
後

に
大
学
に
入
っ
た
学
生
が
怒
り
と
危

機
感
を
も
っ
て
反
戦
闘
争
に
立
ち
上

が
っ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
、
星
野

暁
子
さ
ん
は
、自
衛
隊
の
募
集
業
務
・

情
報
提
供
反
対
の
署
名
運
動
の
手
応

え
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。

　「
労
働
組
合
は
反
戦
闘
争
の
砦
」

「
ス
ト
を
闘
う
こ
と
が
で
き
る
労
働

組
合
を
つ
く
り
た
い
」「
岸
田
政
権

の
攻
撃
は
一
線
を
超
え
た
」「
西
武

ス
ト
情
勢
は
終
わ
ら
な
い
」
な
ど
活

発
な
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
く
す
な
！
久
留
里
線 
講
演
集
会
に
140
人

久
留
里
・
内
房
・
外
房
守
る
会
３
団
体
が
共
催
で

11・19労働者集会へ

　
９
月
15
日
、
都
内
で
11
・
19
労
働

者
集
会
に
向
け
た
賛
同
団
体
会
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
呼
び
か
け
団
体
と
し
て
動
労
千
葉

の
関
委
員
長
は
、「
米
国
な
ど
ス
ト

ラ
イ
キ
の
夏
に
な
っ
て
い
る
。
若
者

が
労
働
組
合
を
支
持
し
て
い
る
。
ス

ト
の
復
権
を
か
ち
と
る
た
め
に
11
・

19
日
比
谷
野
音
を
満
杯
に
す
る
結
集

を
お
願
い
し
ま
す
」と
訴
え
ま
し
た
。

　
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
の
呼
び
か
け

人
で
あ
る
金
元
重
さ
ん
は
韓
国
鉄
道

労
組
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
深
層
に
つ
い

て
明
ら
か
に
し
、「
国
際
連
帯
20
周

年
を
特
集
し
た
集
会
チ
ラ
シ
を
活
用

し
て
欲
し
い
」
と
訴
え
た
。

　
動
労
千
葉
を
支
援
す
る
会
の
山
本

甦れ！ストライキ、戦争を止め
社会を変える力がここにある

労組・ストライキ復権へ

　
西
武
池
袋
本
店
で
８
月
31
日
、
そ
ご
う
西
武
労
働
組
合
の
ス

ト
ラ
イ
キ
が
決
行
さ
れ
た
。
百
貨
店
「
そ
ご
う
・
西
武
」
を
運

営
す
る
持
株
会
社（
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
Ｈ
Ｄ
）に
よ
る
米
投
資
フ
ァ

ン
ド
へ
の
売
却
方
針
を
め
ぐ
り
、
労
働
組
合
が
事
業
継
続
や
雇

用
を
守
る
こ
と
を
求
め
て
実
施
さ
れ
た
も
の
だ
。

　
始
業
か
ら
終
日
の
ス
ト
に
対
し
会
社
は
前
日
に
全
館
休
業
を

決
め
た
。
ス
ト
に
入
っ
た
組
合
員
約
９
０
０
人
の
う
ち
３
０
０

人
が
チ
ラ
シ
配
布
な
ど
の
宣
伝
活
動
を
行
い
、
午
前
11
時
か
ら

デ
モ
行
進
も
行
わ
れ
た
。
高
島
屋
や
三
越
伊
勢
丹
な
ど
他
の
百

貨
店
労
組
も
支
援
行
動
や
デ
モ
に
参
加
し
た
。
デ
モ
中
に
セ
ブ

ン
＆
ア
イ
が
売
却
を
決
議
と
の
報
道
が
流
れ
た
。
　

　
今
回
の
ス
ト
は
社
会
的
注
目
が
大
き
か
っ
た
。
テ
レ
ビ
や

新
聞
が
朝
か
ら
晩
ま
で
報
道
し
、
各
社
が
社
説
や
コ
ラ
ム
も
。

ニ
ュ
ー
ス
番
組
や
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
に
憲
法
学
者
が
呼
ば
れ
「
ス

ト
ラ
イ
キ
は
労
働
者
の
権
利
」「
憲
法
28
条
に
規
定
さ
れ
た
労

働
基
本
権
」
と
丁
寧
に
解
説
し
た
。「
違
法
で
は
な
い
の
か
」

と
の
意
見
に
対
し
て
、
ス
ト
権
投
票
な
ど
ス
ト
実
施
の
手
続
き

や
合
法
性
に
つ
い
て
も
詳
し
く
解
説
さ
れ
た
。

　
再
編
問
題
に
端
を
発
し
古
田
会
長
が
率
い
る
選
手
会
が
実
施

し
た
04
年
の
プ
ロ
野
球
ス
ト
以
来
の
社
会
現
象
と
な
っ
た
。
30

歳
代
以
下
の
世
代
に
は
初
め
て
の〝
ス
ト
ラ
イ
キ
の
経
験
〟だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。（
裏
面
に
続
く
）　

　「
な
く
す
な
！
久
留
里
線
８
／
27

講
演
集
会
」
が
８
月
27
日
、、
久
留

里
線
と
地
域
を
守
る
会
、
内
房
線
と

地
域
を
守
る
会
、
外
房
線
と
地
域
を

守
る
会
の
３
団
体
の
主
催
で
開
か

れ
、
沿
線
住
民
を
中
心
に
１
４
０
名

を
超
え
る
人
が
集
ま
っ
た
。

　
千
葉
商
科
大
学
の
伊
藤
康
教
授
が

「
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
の
価
値
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
。
質
疑
応
答
で
多
く
の
地

域
住
民
か
ら
「
Ｊ
Ｒ
の
説
明
は
廃
線

あ
り
き
と
し
か
思
え
な
い
」
な
ど
の

声
が
あ
が
っ
た
。

　
主
催
者
あ
い
さ
つ
の
最
初
に
久
留

里
線
と
地
域
を
守
る
会
の
三
浦
代
表

が
「
会
の
結
成
か
ら
１
か
月
ほ
ど
の

間
に
５
６
９
１
筆
の
廃
線
反
対
署
名

が
集
ま
り
５
月
17
日
に
Ｊ
Ｒ
千
葉
支

社
に
提
出
し
た
」「
住
民
説
明
会
で

は
『
廃
線
は
困
る
』『
昼
間
に
５
時

間
半
も
列
車
が
な
い
の
は
本
当
に
不

便
。
利
用
し
た
く
て
も
で
き
な
い
』

な
ど
多
く
の
住
民
か
ら
の
切
実
な
声

が
出
た
」
と
報
告
し
た
。

　
内
房
線
と
地
域
を
守
る
会
の
梅
澤

代
表
は
、
特
急
廃
止
・
直
通
列
車
削

減
の
問
題
や
、
内
房
線
・
外
房
線
へ

の
ワ
ン
マ
ン
列
車
導
入
に
よ
る
安
全

性
や
通
勤
通
学
時
の
混
雑
の
問
題
を

訴
え
、「
山
の
中
の
家
に
も
電
線
は

引
か
れ
る
。
移
動
の
足
と
し
て
必
要

と
し
て
い
る
人
が
い
る
な
ら
ば
、
社

会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
維
持
す
べ
き
」

と
訴
え
た
。

　
外
房
線
と
地
域
を
守
る
会
の
早
川

会
長
は
、
ワ
ン
マ
ン
導
入
の
３
日
後

に
太
東
駅
で
乗
客
が
ド
ア
に
挟
ま
れ

骨
折
し
た
重
大
事
故
に
つ
い
て
、
Ｊ

Ｒ
が
ホ
ー
ム
の
段
差
や
ワ
ン
マ
ン
導

入
の
責
任
を
認
め
な
い
こ
と
、
段
差

を
解
消
し
な
い
こ
と
は
放
置
で
き
な

い
と
訴
え
ま
し
た
。

　
千
葉
商
科
大
学
の
伊
藤
教
授
が

「
鉄
道
の
役
割
と
価
値
に
つ
い
て
、

地
域
住
民
の
足
と
な
り
、
普
段
利
用

し
な
く
て
も
必
要
な
時
に
利
用
で
き

る
安
心
感
、
将
来
世
代
に
良
好
な
移

動
環
境
、
生
活
環
境
を
残
せ
る
と
い

う
安
心
感
、地
域
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
」

と
講
演
し
、会
場
か
ら
多
数
の
質
問
・

意
見
が
出
さ
れ
、
上
総
住
民
の
足
を

守
る
会
の
安
田
代
表
が
内
房
、外
房
、

久
留
里
の
３
会
と
共
に
闘
う
と
発
言

し
た
。

　
集
会
は
「
講
演
で
久
留
里
線
の
地

域
に
果
た
し
た
役
割
を
改
め
て
確
信

し
た
。
地
域
の
宝
で
あ
る
久
留
里
線

を
存
続
さ
せ
る
運
動
に
取
り
組
む
こ

と
を
表
明
し
ま
す
」
と
す
る
「
な
く

す
な
！
久
留
里
線
８
・
27
集
会
」
ア

ピ
ー
ル
を
採
択
し
て
、
終
了
し
た
。

西武池袋本店でストライキ決行
こ
か
ら
―
関
西
生
コ
ン
事
件
と
私
た

ち
』
の
上
映
会
を
開
い
た
。
東
京
の

会
の
山
口
代
表
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
日
本
機
械

工
業
労
組
委
員
長
）が
あ
い
さ
つ
し
、

ス
ト
情
勢
を
自
ら
の
も
の
に
、
戦
争

阻
止
へ
動
労
千
葉
や
関
西
生
コ
ン
支

部
が
呼
び
か
け
る
11
・
19
労
働
者
集

会
へ
の
結
集
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
上
映
後
、
映
画
の
登
場
人
物
の
一

が
、
労
働
委
員
会
で
は
解
雇
無
効
の

命
令
を
勝
ち
と
っ
た
。
し
か
し
そ
れ

を
履
行
し
な
い
会
社
と
の
闘
の
現
状

を
報
告
し
ま
し
た
。

　
和
歌
山
広
域
生
コ
ン
協
組
事
件
の

当
事
者
で
あ
る
武
谷
書
記
次
長
は
、

11
・
19
集
会
に
従
来
を
倍
す
る
結
集

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
東
京
の
会
の

吉
本
事
務
局
長
（
東
京
西
部
ユ
ニ
オ

ン
鈴
木
コ
ン
ク
リ
ー
ト
分
会
）
が
行

動
提
起
を
行
い
、
11
・
19
集
会
へ
の

結
集
や
東
京
に
お
け
る
生
コ
ン
労
働

者
の
組
織
化
を
提
起
し
ま
し
た
。

人
で
も
あ
る
組

合
員
が
発
言
し

ま
し
た
。
自
身

も
逮
捕
さ
れ
、

解
雇
さ
れ
た

　
関
西
生
コ
ン
労
組
の
弾
圧
を
許
さ

な
い
東
京
の
会
が
９
月
３
日
、東
京
・

杉
並
区
の
方
南
会
館
で
、
映
画
『
こ

11
・
６
全
国
労
働
者
総
決
起
集
会

　

11
月
19
日
（
日
）
正
午　

日
比
谷
野
外
音
楽
堂

　

午
後
３
時　

改
憲
阻
止
！
１
万
人
行
進
（
東
京
駅
へ
デ
モ
）

こ
こ
か
ら「
関
西
生
コ
ン
事
件
」
と
私
た
ち

東
京
の
会
が
上
映
会
＆
ト
ー
ク
集
会
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ス
ト
は
１
９
５
１
年
で
三
越
労
組
に

よ
る
。
賃
上
げ
闘
争
で
６
人
が
解
雇

さ
れ
労
使
が
対
立
。
会
社
は
ス
ト
破

り
を
雇
っ
て
歳
末
セ
ー
ル
を
強
行
し

よ
う
と
し
た
が
、
組
合
が
ピ
ケ
で
従

業
員
も
客
も
入
店
さ
せ
な
か
っ
た
。

当
時
、「
三
越
に
は
ス
ト
も
ご
ざ
い

ま
す
」
が
流
行
語
と
な
っ
た
。

　
百
貨
店
で
の
組
合
組
織
化
は
他
の

産
業
と
比
べ
る
と
遅
か
っ
た
。
長
い

歴
史
を
持
つ
百
貨
店
ほ
ど
古
い
慣
習

に
縛
ら
れ
、
当
時
は
衣
料
品
を
は
じ

め
生
活
必
需
品
の
大
半
が
統
制
に
よ

る
配
給
制
で
、
百
貨
店
で
の
商
売
は

見
通
し
が
立
た
な
い
状
況
だ
っ
た
。

　
そ
れ
で
も
１
９
４
６
年
３
月
に
老

舗
百
貨
店
の
松
屋
で
組
合
が
結
成
さ

れ
、
白
木
屋
（
東
急
）
や
松
坂
屋
、

三
越
や
大
丸
で
労
組
結
成
が
続
い

た
。
私
鉄
系
の
百
貨
店
で
も
労
働
組

合
が
作
ら
れ
て
い
っ
た
。
49
年
に
全

日
本
百
貨
店
労
働
組
合
連
合
会
（
全

百
連
）
が
47
組
合
、
約
２
万
人
で
結

成
さ
れ
た
。
全
百
連
の
最
初
の
大
争

議
が
51
年
の
三
越
ス
ト
だ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
朝
鮮
特
需
以
降
の
経
済

成
長
で
百
貨
店
も
売
上
高
・
従
業
員

数
は
急
速
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
　

　
三
越
争
議
以
来
、
経
営
側
も
巻
き

返
し
を
図
り
、
組
合
の
抱
き
込
み
や

第
二
組
合
の
結
成
な
ど
分
断
工
作
を

進
め
た
。
大
手
労
組
と
中
小
労
組
の

対
立
な
ど
も
あ
り
全
百
連
は
解
散
に

追
い
込
ま
れ
た
（
62
年
）。

　
同
盟
・
国
際
自
由
労
連
の
働
き
掛

け
も
あ
り
７
年
後
、
商
業
労
連
が
結

成
さ
れ
た
。
他
方
、
百
貨
店
と
は
別

に
ス
ー
パ
ー
や
量
販
店
チ
ェ
ー
ン
が

急
成
長
し
、
こ
れ
を
組
織
化
し
た
の

が
全
繊
同
盟
で
、
ジ
ャ
ス
コ
や
長
崎

屋
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
な
ど
で
労

働
組
合
を
結
成
し
て
い
っ
た
。

　
百
貨
店
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
流
通

サ
ー
ビ
ス
産
業
で
働
く
労
働
者
は
他

産
業
と
比
較
し
て
低
賃
金
や
長
時
間

労
働
が
目
立
つ
。
１
９
８
０
年
代
以

降
、
大
店
法
の
規
制
緩
和
で
大
型
店

の
営
業
拡
大
が
進
み
、
95
年
に
ダ
イ

エ
ー
が
午
後
９
時
営
業
を
打
ち
出
し

て
夜
間
営
業
が
拡
大
し
た
。
や
が
て

24
時
間
営
業
や
元
旦
営
業
な
ど
過
酷

な
働
き
方
が
広
が
っ
た
。

ま
せ
ん
」
は
気
に
な
っ
た
が
、
迷
惑

論
を
超
え
て
支
持
が
拡
大
し
た
。「
ス

ト
は
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
労
働
者
の

権
利
で
あ
る
。
迷
惑
を
か
け
る
な
ど

と
思
わ
ず
、
不
当
な
扱
い
を
受
け
た

ら
交
渉
手
段
と
し
て
堂
々
と
行
使
す

れ
ば
良
い
の
だ
。
私
た
ち
に
は
、
ス

ト
も
ご
ざ
い
ま
す
」（
天
声
人
語
）

は
世
間
の
空
気
の
変
化
を
示
す
。

　
人
び
と
は
今
回
が
単
発
、
一
過
性

で
終
わ
ら
な
い
と
予
感
し
て
い
る
。

「
欧
米
で
は
ス
ト
が
頻
発
し
て
い
る

…
…
低
賃
金
の
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
で
も
〝
売
り
手
優
位
〟
が

強
ま
っ
て
い
る
。米
財
務
省
は
８
月
、

労
組
の
存
在
が
賃
金
を
10
〜
15
％
押

し
上
げ
る
と
の
見
通
し
を
示
し
た
」

（
日
経
新
聞
）

　
連
合
の
芳
野
会
長
は
「
憲
法
で
認

め
ら
れ
た
権
利
だ
。
戦
術
は
各
労
組

の
判
断
で
連
合
は
そ
れ
を
見
届
け
て

い
く
」
と
の
コ
メ
ン
ト
し
か
で
き
な

か
っ
た
。
他
の
百
貨
店
労
組
も
支
援

に
駆
け
つ
け
た
が「
明
日
は
我
が
身
」

が
合
言
葉
だ
っ
た
。
ス
ト
当
日
は
、

様
々
な
組
合
活
動
家
や
経
験
者
が
応

援
や
見
物
に
行
っ
た
。
地
方
か
ら
駆

け
つ
け
た
人
も
い
る
。

　
労
働
組
合
が
社
会
や
経
済
を
動
か

す
存
在
（
プ
レ
イ
ヤ
ー
）
と
し
て
労

働
者
の
み
な
ら
ず
資
本
の
側
か
ら
も

認
知
さ
れ
始
め
て
い
る
。
こ
れ
を
労

働
組
合
の
再
生
、
復
権
の
始
ま
り
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

闘
う
以
外
に
道
が
な
い

　
も
は
や
日
本
資
本
主
義
は
労
働
者

を
食
わ
せ
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
ロ
ー

カ
ル
線
や
病
院
、
学
校
な
ど
社
会
イ

ン
フ
ラ
を
切
り
捨
て
、
家
電
メ
ー

カ
ー
な
ど
歴
史
あ
る
大
企
業
が
倒

産
・
身
売
り
に
陥
り
、
労
働
者
を
解

雇
す
る
。
そ
れ
以
外
に
日
本
資
本
主

義
が
生
き
残
る
道
が
な
い
。
他
方
、

労
働
者
の
側
も
闘
う
以
外
に
道
は
残

さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
象
徴
が
今
回

の
ス
ト
で
は
な
い
の
か
。

　
日
本
で
は
30
数
年
、
ス
ト
が
ま
と

も
に
闘
わ
れ
て
い
な
い
。
昨
年
（
22

年
）
１
年
間
の
ス
ト
件
数
は
66
件
。

こ
の
状
況
を
打
破
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
労
働
組
合
の
存
在
感
を
取
り

戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が

一
つ
の
社
会
の
課
題
と
し
て
人
び
と

の
意
識
に
上
っ
て
い
る
。

　
他
方
で
、
ス
ト
を
抑
制
し
て
き
た

連
合
自
身
が
存
続
の
危
機
に
あ
る
。

同
様
の
争
議
が
ど
の
産
業
で
起
き
て

も
お
か
し
く
な
い
。
闘
わ
れ
な
け
れ

ば
全
員
解
雇
の
時
代
、
労
働
者
が
団

結
し
て
闘
う
以
外
に
新
自
由
主
義
に

立
ち
向
か
う
力
は
な
い
。

　
売
却
決
議
後
の
報
道
で
は
「
百
貨

店
は
斜
陽
産
業
」「
時
代
の
流
れ
」

の
論
調
に
も
な
っ
た
。
そ
ん
な
こ
と

は
労
働
者
に
は
関
係
な
い
。労
働
者
・

労
働
組
合
ご
と
企
業
も
切
り
捨
て
る

よ
う
な
攻
撃
に
立
ち
向
か
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
非
正
規
問
題
も
焦
点
に
な
っ
た
。

ス
ト
に
入
っ
た
組
合
員
は
９
０
０

人
。
テ
ナ
ン
ト
も
含
め
た
全
館
の
労

働
者
は
約
１
万
人
。
多
く
は
非
正
規

労
働
者
だ
。
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
で
賃
金

が
出
な
い
シ
フ
ト
カ
ッ
ト
と
な
っ
た

労
働
者
も
多
い
。
現
場
で
は
、
管
理

職
や
正
社
員
で
あ
る
組
合
員
か
ら
翌

日
の
全
館
休
業
を
告
げ
ら
れ
、
生
鮮

食
品
の
売
り
切
り
な
ど
の
強
労
働
が

強
い
ら
れ
、
翌
日
は
シ
フ
ト
カ
ッ
ト

に
。「
非
正
規
労
働
者
を
巻
き
込
ん

だ
１
万
人
の
ス
ト
が
必
要
」
の
声
も

あ
っ
た
が
実
現
は
容
易
で
は
な
い
。

　
だ
が
〈
労
働
者
は
闘
い
に
立
ち
上

が
る
〉
の
感
覚
を
現
場
で
つ
か
む
こ

と
は
重
要
だ
。
今
回
の
ス
ト
で
情
勢

の
主
体
化
が
起
き
た
可
能
性
は
あ

る
。「
自
分
で
も
ス
ト
を
」「
労
働
組

合
を
作
っ
て
み
よ
う
」
の
「
機
運
が

若
い
人
の
中
に
確
実
に
広
が
っ
た
。

し
て
80
年
代
に
売
上
日
本
一
に
成
長

し
た
。
そ
の
堤
清
二
が
西
武
百
貨
店

に
入
社
し
て
取
締
役
店
長
と
な
っ
た

時
に
進
め
た
の
が
大
卒
者
採
用
と
労

働
組
合
結
成
の
奨
励
だ
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。
西
武
鉄
道
な
ど
社
内
で

労
働
組
合
を
作
ら
せ
な
か
っ
た
康
次

郎
と
は
対
照
的
だ
っ
た
。

　
２
０
０
０
年
に
経
営
破
綻
し
た
そ

ご
う
を
救
済
す
る
が
、
今
度
は
西
武

百
貨
店
側
の
不
良
債
権
問
題
が
浮

上
。
05
年
に
電
撃
的
に
セ
ブ
ン
＆
ア

イ
が
買
収
し
、
大
手
流
通
グ
ル
ー
プ

の
再
編
と
し
て
話
題
を
集
め
た
。

　
し
か
し
、
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
も
百
貨

店
事
業
の
不
振
で
投
資
フ
ァ
ン
ド
か

ら
売
却
を
迫
ら
れ
る
。
セ
ブ
ン
＆
ア

イ
は
８
月
１
日
、
そ
ご
う
西
武
の
林

社
長
を
解
任
し
、
セ
ブ
ン
側
か
ら
３

人
の
取
締
役
を
送
り
込
み
、
役
員
の

過
半
数
を
握
っ
た
。
こ
う
い
う
状
況

で
残
さ
れ
た
手
段
は
ス
ト
し
か
な

か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
労
使
の
ア

ベ
ッ
ク
闘
争
と
し
て
ス
ト
決
行
と

な
っ
た
面
は
確
か
に
あ
る
。

予
想
を
超
え
る
展
開
に

　
そ
ご
う
西
武
労
組
は
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ

ン
の
傘
下
。「
ス
ト
は
口
先
だ
け
。

や
る
や
る
詐
欺
だ
」
と
の
冷
め
た
見

方
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
様
々
な
要

因
や
思
惑
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
結

果
的
に
ス
ト
は
実
行
に
移
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
の
持
つ
意
味
は
大
き
い
。

　
ス
ト
ラ
イ
キ
は
予
想
を
超
え
て
進

ん
で
い
っ
た
。「
実
際
に
起
き
る
と

は
」「
ス
ト
を
初
め
て
見
た
」。
近
年

の
日
本
社
会
に
お
い
て
誰
も
が
知
っ

て
い
る
大
企
業
で
労
働
者
が
ス
ト
ラ

イ
キ
を
実
施
し
、
職
場
を
封
鎖
し
、

集
団
的
に
行
動
し
た
意
義
は
決
し
て

小
さ
く
な
い
。「
こ
う
い
う
闘
い
を

待
っ
て
い
た
」
と
い
う
気
分
は
確
か

に
存
在
し
て
い
る
。

　
労
組
側
の
「
迷
惑
を
か
け
て
す
み

　
当
初
の
売
却
計
画
は
今
年
２
月

だ
っ
た
が
労
働
組
合
や
地
元
自
治
体

の
反
対
で
度
々
延
期
さ
れ
た
。
セ
ブ

ン
＆
ア
イ
は
実
質
的
に
経
営
や
雇
用

を
支
配
し
な
が
ら
「
自
分
た
ち
は
持

株
会
社
で
直
接
の
雇
用
関
係
が
な

い
」
と
団
体
交
渉
に
出
席
せ
ず
、
ま

と
も
な
説
明
も
行
わ
な
か
っ
た
。

　
そ
ご
う
西
武
労
組
に
よ
る
と
、
７

月
下
旬
に
ス
ト
権
を
確
立
し
、
よ
う

や
く
事
業
計
画
な
ど
の
説
明
を
受
け

た
。
ス
ト
の
結
果
、
売
却
先
の
米
投

資
会
社
も
当
面
の
雇
用
確
保
を
明
言

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

　
そ
ご
う
・
西
武
の
企
業
価
値
は

２
２
０
０
億
円
と
さ
れ
、
約
３
千
億

円
の
負
債
な
ど
を
勘
案
し
、
実
際
の

売
却
額
は
８
５
０
０
万
円
。
投
資
会

社
は
池
袋
本
店
の
土
地
な
ど
を
ヨ
ド

バ
シ
に
売
却
す
る
。「
モ
ノ
言
う
株

主
」と
う
そ
ぶ
く
投
資
フ
ァ
ン
ド
は
、

総
合
ス
ー
パ
ー
を
運
営
す
る
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
ド
ー
も
切
り
離
し
、
高
収
益

を
上
げ
る
コ
ン
ビ
ニ
事
業
へ
の
特
化

を
要
求
し
て
い
る
。

三
越
ス
ト
が
流
行
語
に

　
実
に
61
年
ぶ
り
と
な
っ
た
百
貨
店

ス
ト
ラ
イ
キ
だ
が
、
最
初
の
百
貨
店

感
派
と
国
際
派
の
分
裂
の
中
で
国
際

派
の
東
大
細
胞
に
属
し
、
党
中
央
か

ら
除
名
さ
れ
た
経
歴
を
持
つ
。

　
康
次
郎
の
死
後
は
、
異
母
弟
の
堤

義
明
が
鉄
道
事
業
を
継
承
し
、
清
二

が
流
通
部
門
を
引
き
継
い
だ
。
セ
ゾ

ン
グ
ル
ー
プ
は
、
渋
谷
カ
ル
チ
ャ
ー

の
代
名
詞
的
存
在
で
あ
る
パ
ル
コ
や

西
武
百
貨
店
の
渋
谷
進
出
な
ど
を
通

　
01
年
に
商
業
労
連

12
万
人
と
チ
ェ
ー
ン
ス

ト
ア
労
働
組
合
協
議
会

３
万
人
な
ど
が
組
織
統

合
し「
日
本
サ
ー
ビ
ス
・

流
通
、労
働
組
合
連
合
」

が
結
成
さ
れ
、
さ
ら
に

12
年
に
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン

と
統
合
し
た
（
現
在
の

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
）。

残
さ
れ
た
手
段

　
西
武
労
組
に
つ
い
て

は
、
か
つ
て
の
経
営
者

だ
っ
た
堤
清
二
の
影
響

も
無
視
で
き
な
い
。
清

二
は
、
父
親
の
堤
康
次

郎
（
不
動
産
事
業
を
起

点
と
す
る
西
武
グ
ル
ー

プ
の
創
始
者
、
政
治
家

で
衆
院
議
長
も
経
験
、

福
島
第
一
原
発
も
西
武

所
有
の
土
地
に
建
て
ら

れ
た
）
と
の
確
執
も
あ

り
、
東
京
大
学
入
学
後

に
日
本
共
産
党
に
入
党

し
、
１
９
５
０
年
の
所

（
表
面
か
ら
の
続
き
）

　
こ
の
間
、
Ｊ
Ｒ
で
重
大
事
故
が
相

次
い
で
い
る
。「
単
線
区
間
の
上
下

線
か
ら
同
時
に
進
入
」「
旅
客
列
車

が
貨
物
線
に
進
入
」「
加
圧
状
態
の

ま
ま
作
業
が
行
わ
れ
感
電
死
」「
電

化
柱
と
走
行
中
の
列
車
が
衝
突
」
―

―
本
来
な
ら
考
え
ら
れ
な
い
事
故
ば

か
り
だ
。
Ｊ
Ｒ
の
安
全
が
根
本
か
ら

崩
壊
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
８
月
15
日
、
東
海
道
新
幹
線
は
台

風
７
号
の
影
響
で
計
画
運
休
と
な

り
、
16
日
に
は
静
岡
県
内
の
突
発
的

大
雨
で
５
時
間
以
上
の
運
転
見
合
わ

せ
が
発
生
し
た
。
問
題
は
17
日
に
ま

で
混
乱
が
続
い
た
こ
と
だ
。
新
大

阪
で
の
分
離
運
転
が
行
わ
れ
た
が
、

ホ
ー
ム
も
引
き
上
げ
線
も
列
車
が
詰

ま
っ
て
動
か
せ
な
い
状
態
に
陥
っ

た
。
こ
れ
は
列
車
運
用
で
最
も
や
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
。

　
８
月
５
日
に
は
東
海
道
線
の
藤
沢

―
大
船
駅
間
で
約
80
㌔
で
走
行
中
の

列
車
と
傾
い
た
電
化
柱
が
衝
突
す
る

衝
撃
的
な
事
故
が
発
生
し
た
。

　
衝
突
で
電
化
柱
は
折
れ
、
張
力
調

整
装
置
も
落
下
し
た
。
列
車
も
先
頭

車
両
の
前
面
が
大
き
く
損
傷
し
、
い

く
つ
も
の
車
両
の
屋
根
に
穴
が
空

き
、
車
内
で
は
天
井
板
や
吊
手
棒
が

落
下
し
た
。
最
悪
の
場
合
、
脱
線
な

ど
さ
ら
に
深
刻
な
事
故
に
な
り
、
亡

い
っ
て
、
鉄
道
の
安
全
を
守
る

現
場
の
業
務
、
技
術
や
経
験
を

か
え
り
み
な
く
な
っ
た
結
果
が

続
発
す
る
重
大
事
故
だ
。

　
こ
の
間
の
重
大
事
故
の
連
続

は
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
必
要

な
の
は
職
場
の
団
結
を
取
り
戻

し
、
声
を
上
げ
、
闘
い
に
立
ち

上
が
る
こ
と
だ
。
闘
い
な
く
し

て
安
全
な
し
！
　
今
こ
そ
職
場

に
闘
う
労
働
組
合
を
！
　「
鉄

道
も
持
つ
Ｉ
Ｔ
企
業
」
化
攻
撃

を
粉
砕
し
よ
う
。

く
な
る
方
が
出
て
し
ま
っ
て
も
お
か

し
く
な
い
重
大
事
故
だ
。

　
Ｊ
Ｒ
東
は
事
故
の
約
10
分
前
に
列

車
が
通
過
し
て
い
た
こ
と
、
事
故
３

日
前
の
点
検
で
「
異
常
な
し
」
だ
っ

た
と
発
表
し
た
が
、
原
因
は
「
調
査

中
」と
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

６
月
の
感
電
死
亡
事
故
も
、
な
ぜ
信

号
高
圧
が
加
圧
中
に
も
関
わ
ら
ず
作

業
が
行
わ
れ
た
の
か
、
事
実
関
係
も

隠
さ
れ
た
ま
ま
だ
。

闘
い
な
く
し
て
安
全
な
し

　
Ｊ
Ｒ
東
は
15
年
に
も
山
手
線
で
電

化
柱
倒
壊
事
故
を
起
こ
し
た
。
こ
の

時
に
Ｊ
Ｒ
が
発
表
し
た「
事
故
原
因
」

は
「
基
本
的
な
作
業
手
順
が
守
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
」「
運
行
を
止
め
る

基
準
が
な
か
っ
た
」
な
ど
表
面
的
な

も
の
だ
っ
た
。「
事
故
対
策
」
も
付

け
焼
き
刃
的
で
問
題
の
本
質
は
何
一

つ
解
決
さ
れ
な
か
っ
た
。
今
度
は
走

行
中
の
列
車
と
電
化
柱
が
衝
突
す
る

重
大
事
故
が
発
生
し
た
の
だ
。

　
問
題
の
根
本
は
Ｊ
Ｒ
が
進
め
て
き

た
業
務
外
注
化
で
あ
り
、
合
理
化
、

コ
ス
ト
・
要
員
削
減
だ
。「
鉄
道
も

経
営
す
る
Ｉ
Ｔ
企
業
に
な
る
」
と

Ｊ
Ｒ
で
続
発
す
る
重
大
事
故

鉄
道
の
安
全
が
根
本
か
ら
崩
壊

西
武
池
袋
本
店
で
ス
ト
ラ
イ
キ
決
行

〝労働者は闘いに立ち上がる〟の確信を深めた


